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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年６月期の業績（平成26年７月１日～平成27年６月30日） 

（１）経営成績 （％表示は対前期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年６月期 5,527 △6.6 157 － 156 － 142 － 

26年６月期 5,921 19.7 △47 － △41 － △62 － 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

27年６月期 20.81 － 5.9 4.2 2.8 

26年６月期 △9.07 － △2.6 △1.1 △0.8 
 
（参考）持分法投資損益 27年６月期 － 百万円   26年６月期 － 百万円 

 
（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年６月期 3,743 2,477 66.2 361.35 

26年６月期 3,727 2,375 63.7 346.48 
 
（参考）自己資本 27年６月期 2,477 百万円   26年６月期 2,375 百万円 

 
（３）キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

27年６月期 △35 11 △30 861 

26年６月期 334 1 △31 916 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 純資産 

配当率 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
26年６月期 － 0.00 － 4.00 4.00 27 － 1.1 

27年６月期 － 0.00 － 5.00 5.00 34 24.0 1.4 

28年６月期（予想） － 0.00 － 4.00 4.00   54.9   

 （注）27年６月期期末配当金の内訳 普通配当 ４円00銭 記念配当 １円00銭 

３．平成28年６月期の業績予想（平成27年７月１日～平成28年６月30日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 2,700 2.9 30 △78.2 30 △78.3 24 △80.6 3.50 

通期 5,500 △0.5 60 △61.8 60 △61.7 50 △65.0 7.29 

 



※  注記事項 

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                ： 無    
 

④  修正再表示                          ： 無    

 
 
（２）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年６月期 6,860,000 株 26年６月期 6,860,000 株 

②  期末自己株式数 27年６月期 4,220 株 26年６月期 4,220 株 

③  期中平均株式数 27年６月期 6,855,780 株 26年６月期 6,856,217 株 

（注）１株当たり当期純利益の算定の基礎となる株式数については、18ページ「１株当たり情報」をご覧くださ

い。 
 
 
※  監査手続の実施状況に関する表示 

この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了しておりません。 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んで

おります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する

事項は添付資料の２ページを参照してください。 
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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

  当期におけるわが国経済は、政府の経済対策や金融政策などの効果を背景に円安、株高が進み、雇用・所得環境の

改善が続くなど回復傾向で推移いたしました。

 一方、建設業界につきましては、当初予算で公共事業予算が前年度比2.3％増計上されるとともに、公共工事設計

労務単価の二度に亘る引上げ、低入札価格調査基準価格の一般管理費の係数引上げ等の措置を講じられたところで建

設業界にも漸く明るい兆しが見え始めております。

 このような経済状況下、当社は現場力の強化、経費削減及びリスク管理の強化を重点的に取り組み、競争力を高め

る努力をして参りました。また、前期に建築部門の一部工事において、受注時の積算価格と実際に要した工事原価と

の間に乖離が生じ、赤字が発生いたしました。その後、施主様と交渉を重ね、請負金額の増額について合意に至りま

した。

 これらの結果、当期の経営成績は、受注高4,721百万円（前期比29.5％減）、売上高5,527百万円（前期比6.6％

減）、営業利益157百万円（前期47百万円の営業損失）、経常利益156百万円（前期41百万円の経常損失）、当期純利

益142百万円（前期62百万円の当期純損失）となりました。

 セグメントの業績は次のとおりであります。

①土木部門

 土木部門の受注工事高は、2,957百万円（前期比18.2％減）となり、完成工事高3,210百万円（前期比5.6％減）、

セグメント利益59百万円（前期比52.1％減）となりました。

②建築部門

 建築部門の受注工事高は、1,764百万円（前期比42.7％減）となり、完成工事高2,286百万円（前期比8.3％減）、

セグメント利益80百万円（前期179百万円のセグメント損失）となりました。

③不動産部門

 不動産部門の売上高は31百万円（前期比12.5％増）、セグメント利益17百万円（前期比101.7％増）となりまし

た。

 次期の見通しにつきましては、アベノミクス効果による公共投資需要の増加や老朽化したインフラの維持・修繕工

事の増加に対応するため、人員の充実を図ってまいります。また、当社では滋賀県内に眠る森林資源の有効活用を図

るため、昨今注目されておりますＣＬＴ工法の研究を進めております。今後はＣＬＴ工法の積極的な利用・展開を促

進してまいります。

 次期の業績予想は売上高5,500百万円、営業利益60百万円、経常利益60百万円、当期純利益50百万円を予想してお

ります。

 

経営成績の推移は以下のとおりであります。

回次 第57期 第58期 第59期 第60期 第61期

決算年月 平成23年6月 平成24年6月 平成25年6月 平成26年6月 平成27年6月

 売上高営業利益率（％） △1.1 1.4 △1.7 △0.8 2.8

 売上高経常利益率（％） △0.8 1.6 △1.6 △0.7 2.8

 損益分岐点比率（％） 110.2 89.2 115.4 108.3 82.6

 

(2）財政状態に関する分析

 ①資産・負債及び純資産の状況

 （資産）

 当期末における流動資産は2,806百万円となり、前期末に比べ117百万円増加いたしました。これは主に、完成工事

未収入金が165百万円増加したことによるものであります。固定資産は936百万円となり前期末に比べ101百万円減少

いたしました。これは主に、機械及び装置が58百万円減少したことによるものであります。

 この結果、総資産は3,743百万円となり、前期末に比べ16百万円増加いたしました。
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（負債）

 当期末における流動負債は1,203百万円となり、前期末に比べ71百万円減少いたしました。これは主に、未成工事

受入金が177百万円減少したことによるものであります。固定負債は63百万円となり、前期末に比べ14百万円減少い

たしました。これは主に、繰延税金負債が10百万円減少したことによるものであります。

 この結果、負債合計は1,266百万円となり、前期末に比べ85百万円減少いたしました。

（純資産）

 当期末における純資産合計は2,477百万円となり、前期末に比べ101百万円増加いたしました。これは主に利益剰余

金が115百万円増加したことによるものであります。

 これらの結果、自己資本比率は66.2％（前期末は63.7％）となりました。

 ②キャッシュ・フローの状況

 当期のキャッシュ・フローにつきましては、現金及び現金同等物が54百万円減少し、期末残高は861百万円となり

ました。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は35百万円（前期は334百万円の獲得）となりました。これは、主として未成工事受

入金が177百万円減少したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果獲得した資金は11百万円（前期は1百万円の獲得）となりました。これは、主として有形固定資産

の売却による収入23百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は30百万円（前期は31百万円の使用）となりました。これは、主として配当金の支払

27百万円によるものであります。

 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 利益配分につきましては、業績に応じた配分を基本として、株主の皆様への安定的な利益還元と経営体質の強化を

重要な経営方針の一つとして位置づけ、今後の事業展開等を勘案して決定することとしております。当期の配当金に

つきましては、１株につき５円の配当（普通配当４円、記念配当１円）を実施することに決定いたしました。また、

次期の配当につきましては、４円の配当を予想し、業績予想の必達に傾注してまいります。

 

(4）事業等のリスク

 当社の事業遂行上において、経営業績、株価、財政状況等に重要な影響を及ぼす可能性がある事項には以下に記載

したようなものが考えられます。当社はこれらのリスク発生の可能性を十分認識し、発生の回避には最大限の努力を

するとともに、発生した場合の対処については的確な対応策を講じる所存であります。

①業界の受注競争激化に伴うリスク

 公共工事比率が高い当社にとっては競争激化及び経営事項審査の総合評価点が下がることにより指名ランクが下が

り業績への懸念材料となる可能性が予想されます。

②取引先の信用リスク

 建設工事は個々の取引における請負金額が多額であり、工事代金を受領する前に取引先が法的整理等に至った場

合、業績に影響を及ぼす可能性があります。

③工事災害及び品質不良のリスク

 建設業においては、工事災害及び品質不良が発生した場合、社会的にも大きな影響を及ぼす可能性があり、また、

工事災害若しくは瑕疵担保責任等により損害賠償の発生が懸念されます。

④建設業界の就業者不足に関するリスク

 建設業界に従事する就業者が減少傾向にありますので、就業者不足により、受注が確保できない場合や、人件費の

高騰により、業績に影響を及ぼす可能性があります。

⑤建設資材の物価上昇によるリスク

 請負契約後において建設資材の高騰により業績に悪影響を及ぼす可能性があります。

⑥労働災害発生時のリスク

 建設現場においては安全管理面で万全を期しておりますが、万一重大な労働災害が発生した場合、業績等に影響を

及ぼす可能性があります。

⑦保有資産の時価相場による減損処理等のリスク

 不動産及び有価証券を事業を行う上で保有しておりますが、時価相場の変動によって業績に影響を及ぼす可能性が

あります。
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 （5）継続企業の前提に関する重要事象等

   当社は、前期において営業損失、経常損失及び当期純損失を計上し、２期連続の損失を計上したことにより、継

続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しておりました。このような状況を解消するため、当社

では業務プロセスの抜本的な見直しを行い、受注時において将来の環境を見越した精緻な積算や積極的な提案を行

うことなどにより、利益率の高い案件の受注獲得に傾注してまいりました。また、工事施工時における原価低減の

徹底も図ってまいりました。

  これらの取組みにより、当期において、営業利益、経常利益及び当期純利益を計上することが出来ました。

  以上の結果、継続企業の前提に関する重要事象等は解消されたものと判断しております。

 

２．企業集団の状況

 当社は関係会社がないため、記載すべき事項はありません。

 

３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

 建設業界では急速な建設需要の増加により、建設資材の高騰や建設従事者の人手不足を招き、厳しい経営環境は今

後も継続するものと思われます。当社におきましては、現況を直視し、会社をあげて収益向上に取り組み、財政基盤

および経営基盤の一層の強化を図るため、次の基本方針を実行する所存であります。

①環境保全責任

 環境負荷の少ない生産システムへ転換を求められる中、持続可能な社会へ向けて、滋賀が目指す「低炭素社会の実

現および琵琶湖環境の再生」に挑戦する。

②地域社会への貢献

 循環型地域社会の形成と安全・安心な地域づくりに寄与し発展することにより、地域全体の環境・雇用・経済の充

実と安定に貢献する。

③働きがいのある会社づくり

 社員は最も信頼できるパートナーであると認識し、その基本である人間対人間の「人を敬う」精神を高め、公平性

重視による活力ある社内風土を確立し、共に育ちあうことを目指す。

④市場創造に関する方針

 常にお客様の立場に立って考え行動し、高品質で環境低負荷商品などの時代を先取りした商品を研究・開発し、新

たな需要を創出する。

⑤業績向上に関する方針

 売上高重視よりも高付加価値商品・サービスを社会に提供することにより、安定的に適正な利益を計上し、社会の

すべてのステークホルダーから信頼され常に発展する企業を目指す。

 

(2）目標とする経営指標

 当社は収益の回復を第一に考えており、売上高営業利益率、売上高経常利益率、損益分岐点比率の改善に取り組ん

でまいります。

 

(3）中長期的な会社の経営戦略

 当社は厳しい経済環境の中でこの難局を乗り越え、限られた市場の中における生存競争に勝ち抜くため、優位性を

活かした体制強化への取り組みはもちろん、市場に新たな建設価値の醸成を図り、強固な経営基盤を確立してまいり

ます。

①顧客にとって

 ・お客様に高品質の商品を提供することにより、安心、安全、そして誇りを感じていただける企業になる。

 ・お客様に高付加価値のある提案をすることにより、喜びと感動を与える企業になる。

②自社にとって

 ・企業を構成する現場自らが問題を発見し、解決する。現場からの「否定」が当たり前のように上がってくる企業

風土になる。

 ・本業に耐震・環境事業を含む領域で２億円以上の経常利益を上げる企業になる。

③社員にとって

 ・豊かな生活と雇用の保障を基盤として、社員が誇りを持って仕事に取り組める状態になる。

④株主にとって

 ・優位性を活かした経営基盤を築き、株主の皆様への安定的な配当を継続し、業績に応じた利益還元を行う。

 これらのビジョンを全ての社員が共有し、確固たる経営基盤を築くべく、全力で取り組んでまいります。
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(4）会社の対処すべき課題

  会社の対処すべき課題は次のとおりであります。

①営業力の強化

  ・全社営業の展開 ・営業戦略の構築 ・計画的新規開拓営業 ・企画提案営業の強化などに取り組んでまいりま

す。

②原価低減

  ・原価企画の強化 ・業務プロセスの改善などに取り組んでまいります。

 

(5）その他、会社の経営上重要な事項

1）内部統制委員会設置による内部統制監査実施

  当社では組織規程及び業務規程をはじめとする各種規程を整備しており、業務の能率的運営及び責任体制の確立を

図っております。また、会社法、金融商品取引法などに関する法制度を遵守し、適正な財務報告を行うため、内部統

制委員会を設置し、内部統制全体の推進管理を継続的に実施する体制を構築しております。

2）リスク管理体制の強化

 取引先の与信リスクを回避すべく、与信判断の体制の強化を徹底しております。さらに、内部統制監査年間計画

を策定し、監査を行っております。その際、指摘事項については是正指示を行い、改善策の徹底・各部門への水平

展開・再発防止及び予防に努めております。

 

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社の利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏しいた

め、会計基準につきましては日本基準を適用しております。
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５．財務諸表

（１）貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成26年６月30日) 
当事業年度 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 1,265,202 1,210,447 

受取手形 283,525 238,187 

完成工事未収入金 860,313 1,026,053 

有価証券 21,532 21,542 

販売用不動産 206,897 206,897 

材料貯蔵品 7,262 509 

立替金 13,002 14,149 

未収入金 4,621 1,313 

その他 43,450 100,469 

貸倒引当金 △16,700 △12,600 

流動資産合計 2,689,108 2,806,968 

固定資産    

有形固定資産    

建物 560,233 560,233 

減価償却累計額 △415,382 △424,414 

建物（純額） 144,850 135,819 

構築物 55,867 55,867 

減価償却累計額 △47,739 △48,480 

構築物（純額） 8,127 7,386 

機械及び装置 1,577,782 1,229,491 

減価償却累計額 △1,380,145 △1,090,199 

機械及び装置（純額） 197,636 139,291 

車両運搬具 32,825 37,182 

減価償却累計額 △18,281 △23,801 

車両運搬具（純額） 14,544 13,381 

工具器具・備品 103,820 109,102 

減価償却累計額 △88,600 △89,812 

工具器具・備品（純額） 15,219 19,290 

土地 383,998 383,998 

有形固定資産合計 764,377 699,166 

無形固定資産    

ソフトウエア 5,384 3,282 

電話加入権 2,796 2,796 

借地権 23,680 22,460 

無形固定資産合計 31,861 28,540 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成26年６月30日) 
当事業年度 

(平成27年６月30日) 

投資その他の資産    

投資有価証券 210,161 185,870 

出資金 1,050 1,050 

長期貸付金 9,195 4,915 

破産更生債権等 17,680 20,649 

長期前払費用 3,028 2,264 

会員権 37,410 36,810 

その他 11,220 8,030 

貸倒引当金 △47,590 △50,659 

投資その他の資産合計 242,156 208,931 

固定資産合計 1,038,395 936,638 

資産合計 3,727,503 3,743,606 

負債の部    

流動負債    

支払手形 182,980 100,143 

工事未払金 578,528 743,524 

リース債務 3,318 2,450 

未払金 5,336 4,537 

未払費用 11,509 14,019 

未払法人税等 8,850 21,386 

未払消費税等 21,445 49,047 

未成工事受入金 364,871 187,724 

預り金 63,542 28,457 

完成工事補償引当金 33,700 51,900 

工事損失引当金 527 - 

流動負債合計 1,274,610 1,203,191 

固定負債    

長期預り保証金 13,084 12,088 

長期預り敷金 25,000 25,000 

リース債務 5,470 3,019 

繰延税金負債 33,981 22,996 

固定負債合計 77,536 63,104 

負債合計 1,352,146 1,266,296 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成26年６月30日) 
当事業年度 

(平成27年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 849,500 849,500 

資本剰余金    

資本準備金 625,900 625,900 

資本剰余金合計 625,900 625,900 

利益剰余金    

利益準備金 188,250 188,250 

その他利益剰余金    

別途積立金 700,000 600,000 

繰越利益剰余金 △50,947 164,311 

利益剰余金合計 837,302 952,561 

自己株式 △502 △502 

株主資本合計 2,312,199 2,427,458 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 63,158 49,852 

評価・換算差額等合計 63,158 49,852 

純資産合計 2,375,357 2,477,310 

負債純資産合計 3,727,503 3,743,606 
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（２）損益計算書

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成25年７月１日 
 至 平成26年６月30日) 

当事業年度 
(自 平成26年７月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高    

完成工事高 5,894,047 5,496,916 

不動産事業等売上高 27,608 31,057 

売上高合計 5,921,655 5,527,974 

売上原価    

完成工事原価 5,676,635 5,088,286 

不動産事業等売上原価 18,937 13,568 

売上原価合計 5,695,572 5,101,854 

売上総利益    

完成工事総利益 217,411 408,630 

不動産事業等総利益 8,671 17,489 

売上総利益合計 226,083 426,119 

販売費及び一般管理費    

役員報酬 44,220 43,038 

従業員給料手当 89,437 94,876 

法定福利費 15,944 17,726 

福利厚生費 6,402 3,873 

修繕維持費 786 982 

事務用品費 3,487 2,046 

通信交通費 17,806 19,427 

動力用水光熱費 2,805 2,378 

調査研究費 － 591 

広告宣伝費 2,053 1,367 

貸倒引当金繰入額 5,679 △1,100 

交際費 5,354 7,566 

寄付金 2,299 374 

地代家賃 10,113 10,023 

減価償却費 11,590 10,504 

租税公課 11,023 10,286 

保険料 349 510 

雑費 43,805 44,427 

販売費及び一般管理費合計 273,162 268,902 

営業利益又は営業損失（△） △47,078 157,216 

営業外収益    

受取利息 1,034 426 

受取配当金 2,859 3,276 

雑収入 10,220 1,329 

営業外収益合計 14,114 5,032 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成25年７月１日 
 至 平成26年６月30日) 

当事業年度 
(自 平成26年７月１日 
 至 平成27年６月30日) 

営業外費用    

支払利息 6,011 4,369 

支払保証料 2,372 1,221 

営業外費用合計 8,383 5,591 

経常利益又は経常損失（△） △41,347 156,657 

特別利益    

固定資産売却益 － 9,379 

特別利益合計 － 9,379 

特別損失    

固定資産処分損 13,390 4,056 

ゴルフ会員権評価損 － 700 

特別損失合計 13,390 4,756 

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △54,738 161,281 

法人税、住民税及び事業税 7,443 18,598 

法人税等合計 7,443 18,598 

当期純利益又は当期純損失（△） △62,181 142,682 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成25年7月1日 至 平成26年6月30日）

            (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  
資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金合計 

  別途積立金 繰越利益剰余金 

当期首残高 849,500 625,900 625,900 188,250 830,000 △91,339 926,910 

当期変動額               

別途積立金の取崩         △130,000 130,000 － 

剰余金の配当           △27,427 △27,427 

当期純損失（△）           △62,181 △62,181 

自己株式の取得               

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）               

当期変動額合計 － － － － △130,000 40,391 △89,608 

当期末残高 849,500 625,900 625,900 188,250 700,000 △50,947 837,302 

 

           

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 

その他有価証
券評価差額金 

評価・換算差
額等合計 

当期首残高 △366 2,401,944 12,857 12,857 2,414,802 

当期変動額           

別途積立金の取崩   －     － 

剰余金の配当   △27,427     △27,427 

当期純損失（△）   △62,181     △62,181 

自己株式の取得 △136 △136     △136 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）     50,300 50,300 50,300 

当期変動額合計 △136 △89,745 50,300 50,300 △39,444 

当期末残高 △502 2,312,199 63,158 63,158 2,375,357 
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当事業年度（自 平成26年7月1日 至 平成27年6月30日）

            (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  
資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金合計 

  別途積立金 繰越利益剰余金 

当期首残高 849,500 625,900 625,900 188,250 700,000 △50,947 837,302 

当期変動額               

別途積立金の取崩         △100,000 100,000 － 

剰余金の配当           △27,423 △27,423 

当期純利益           142,682 142,682 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）               

当期変動額合計         △100,000 215,259 115,259 

当期末残高 849,500 625,900 625,900 188,250 600,000 164,311 952,561 

 

           

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 

その他有価証
券評価差額金 

評価・換算差
額等合計 

当期首残高 △502 2,312,199 63,158 63,158 2,375,357 

当期変動額           

別途積立金の取崩   －     － 

剰余金の配当   △27,423     △27,423 

当期純利益   142,682     142,682 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）     △13,305 △13,305 △13,305 

当期変動額合計   115,259 △13,305 △13,305 101,953 

当期末残高 △502 2,427,458 49,852 49,852 2,477,310 
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（４）キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成25年７月１日 
 至 平成26年６月30日) 

当事業年度 
(自 平成26年７月１日 
 至 平成27年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △54,738 161,281 

減価償却費 93,776 68,557 

工事損失引当金の増減額（△は減少） 386 △527 

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 6,500 18,200 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △143,095 △1,030 

受取利息及び受取配当金 △3,893 △3,702 

支払利息 6,011 4,369 

固定資産売却損益（△は益） △276 △9,379 

固定資産処分損益（△は益） 13,390 4,056 

ゴルフ会員権評価損 － 600 

売上債権の増減額（△は増加） △180,389 △120,401 

販売用不動産の増減額（△は増加） 171 － 

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） 957 6,752 

破産更生債権等の増減額（△は増加） 148,795 △2,969 

たな卸資産の増減額（△は増加） 340,996 － 

仕入債務の増減額（△は減少） △263,564 82,159 

未払金の増減額（△は減少） △676 △3,402 

未払消費税等の増減額（△は減少） 21,445 27,602 

未収消費税等の増減額（△は増加） 18,766 － 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 330,926 △177,147 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △36,872 △54,747 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 48,066 △32,575 

その他 △3,010 3,190 

小計 343,674 △29,113 

利息及び配当金の受取額 3,818 3,702 

利息の支払額 △6,011 △4,369 

法人税等の支払額 △7,443 △6,062 

営業活動によるキャッシュ・フロー 334,038 △35,842 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △370,105 △370,109 

定期預金の払戻による収入 370,100 370,105 

有形固定資産の取得による支出 △6,331 △14,409 

有形固定資産の売却による収入 1,200 23,150 

無形固定資産の取得による支出 △2,346 － 

貸付金の回収による収入 4,063 4,170 

その他 4,454 △996 

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,034 11,910 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成25年７月１日 
 至 平成26年６月30日) 

当事業年度 
(自 平成26年７月１日 
 至 平成27年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 1,300,000 600,000 

短期借入金の返済による支出 △1,300,000 △600,000 

自己株式の取得による支出 △136 － 

配当金の支払額 △27,304 △27,498 

リース債務の返済による支出 △4,146 △3,318 

財務活動によるキャッシュ・フロー △31,587 △30,817 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 303,485 △54,749 

現金及び現金同等物の期首残高 613,143 916,629 

現金及び現金同等物の期末残高 916,629 861,879 
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（５）財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（持分法損益等）

     前事業年度（自 平成25年７月１日 至 平成26年６月30日）

      当社は関連会社がありませんので、持分法損益等を記載しておりません。

 

     当事業年度（自 平成26年７月１日 至 平成27年６月30日）

      当社は関連会社がありませんので、持分法損益等を記載しておりません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

  当社は、主として公共工事を中心とした土木工事全般に関する事業と民間工事を中心とした建築工事全

般に関する事業を営んでおります。また、不動産事業は不動産の売買に関する事業を行っております。

 当社は、受注・請負体制を基礎とした事業分野別のセグメントから構成されており、一般土木、舗装、

地下技術等の「土木部門」、「建築部門」及び「不動産部門」の３つを報告セグメントとしております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

  報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、財務諸表作成のために採用している会計処理基準

に基づく金額により記載しております。

  報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前事業年度（自 平成25年７月１日 至 平成26年６月30日）

          （単位：千円） 

  報告セグメント 調整額 
（注１） 

財務諸表計上額
（注２）   土木部門 建築部門 不動産部門 計 

売上高            

外部顧客への売上高 3,400,553 2,493,494 27,608 5,921,655 － 5,921,655 

セグメント間の内部

売上高又は振替額 
－ － － － － － 

計 3,400,553 2,493,494 27,608 5,921,655 － 5,921,655 

セグメント利益又は損

失（△） 
124,111 △179,861 8,671 △47,078 － △47,078 

セグメント資産 788,524 600,969 407,875 1,797,369 1,930,134 3,727,503 

その他の項目            

減価償却費 75,328 － 1,847 77,176 16,600 93,776 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加 
5,550 － － 5,550 6,759 12,309 

     （注）１.セグメント資産の調整額1,930,134千円は、当社の余資運用資金（現金預金及び有価証券）、土地、

投資有価証券等であります。

２.セグメント損失の金額の合計額は、損益計算書の営業損失と一致しております。

 ３.報告セグメントごとの負債は、経営資源の配分の決定及び業績評価に使用していないため、記載し

ておりません。
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当事業年度（自 平成26年７月１日 至 平成27年６月30日）

          （単位：千円） 

  報告セグメント 調整額 
（注１） 

財務諸表計上額
（注２）   土木部門 建築部門 不動産部門 計 

売上高            

外部顧客への売上高 3,210,439 2,286,477 31,057 5,527,974 － 5,527,974 

セグメント間の内部

売上高又は振替額 
－ － － － － － 

計 3,210,439 2,286,477 31,057 5,527,974 － 5,527,974 

セグメント利益 59,454 80,273 17,489 157,216 － 157,216 

セグメント資産 1,093,924 412,049 405,681 1,911,655 1,831,950 3,743,606 

その他の項目            

減価償却費 49,897 － 2,194 52,091 16,466 68,557 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加 
7,450 － － 7,450 9,638 17,088 

     （注）１.セグメント資産の調整額1,831,950千円は、当社の余資運用資金（現金預金及び有価証券）、土地、

投資有価証券等であります。

２.セグメント利益の金額の合計額は、損益計算書の営業利益と一致しております。

 ３.報告セグメントごとの負債は、経営資源の配分の決定及び業績評価に使用していないため、記載し

ておりません。

 

【関連情報】

前事業年度（自 平成25年７月１日  至 平成26年６月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

 

 

 
土木部門 建築部門 不動産部門 計

 売上高        

 外部顧客への売上高 3,400,553 2,493,494 27,608 5,921,655

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の９０％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

 本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の９０％を超えるため、記

載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

 

 顧客の氏名又は名称  売上高（千円）  関連するセグメント

 滋賀県 1,419,848  土木部門

 滋賀トヨペット㈱ 714,445  建築部門
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当事業年度（自 平成26年７月１日  至 平成27年６月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

 

 

 
土木部門 建築部門 不動産部門 計

 売上高        

 外部顧客への売上高 3,210,439 2,286,477 31,057 5,527,974

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の９０％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

 本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の９０％を超えるため、記

載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

 

 顧客の氏名又は名称  売上高（千円）  関連するセグメント

 滋賀県 1,668,447  土木部門、建築部門

 ㈱滋賀銀行 500,447  建築部門

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度（自 平成25年７月１日  至 平成26年６月30日）

 該当事項はありません。

 

当事業年度（自 平成26年７月１日  至 平成27年６月30日）

 該当事項はありません。

 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前事業年度（自 平成25年７月１日  至 平成26年６月30日）

 該当事項はありません。

 

当事業年度（自 平成26年７月１日  至 平成27年６月30日）

 該当事項はありません。

 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前事業年度（自 平成25年７月１日  至 平成26年６月30日）

 該当事項はありません。

 

当事業年度（自 平成26年７月１日  至 平成27年６月30日）

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前事業年度

（自 平成25年７月１日
至 平成26年６月30日）

当事業年度
（自 平成26年７月１日
至 平成27年６月30日）

１株当たり純資産額 346円48銭 361円35銭

１株当たり当期純利益又は当期純損失金額（△） △9円07銭 20円81銭

 （注）１．前事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失金額であり、ま

た潜在株式が存在しないため記載しておりません。当事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益又は当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

(自 平成25年７月１日
至 平成26年６月30日)

当事業年度
(自 平成26年７月１日
至 平成27年６月30日)

当期純利益又は当期純損失金額（△）

（千円）
△62,181 142,682

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益又は当期純損

失金額（△）(千円）
△62,181 142,682

期中平均株式数（株） 6,856,217 6,855,780

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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６．その他

(1）役員の異動

①その他の役員の異動

 

    ・新任取締役候補

取締役 山本 泰造 （社外取締役）

 

 

    ・退任予定取締役

  取締役   中野 友秋 （社外取締役）

 

 

②就任予定日

平成27年９月25日

 

(2）その他

 該当事項はありません。
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